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　　　槻代1堺の「諸悪」（evil・）が，「棚1の欠姻（tl・e　lack・f・il・t・11igence）ととも1こ・道徳i…畝陥（m…l

　　defects）によるものであることは，これを率直に認め・1：けれあならないが，しかし人類は今日まで「滋徳的欠

　　陥」を根絶する如何なる方法の発見にも成功しなかつたし，説教や訓戒によつて，せいぜい惑徳の旧い一覧表

　　に麟を加えて来ただけにすぎ’ltnかつ臨これに反して「泌i・の敏如1の加・脳な鞠曜1酪え鶴れるなら

　　ば，その教師に熟知されてV・る方脚こよつて容易鶴縫しうるものである。従つて「欄（・irtue）を撫る

　　ための何等かの方法が発見されるまでe・X，i醜の進歩に期待する」；叫IL，階燃1の『増・進」（impz’。v・m・・t°f

　　intellgence）によつて人類の進歩は期待さるべきである。』（ラッセル）

　　　　　　　　　　　（D　　　　　　れに公飯当な価催｛評価勧nえ礁力の繍に・その原
リスナー．．の第・332号（ri］he　I」i，t，n・・，　S・p・・mb・・9，　因が麟とすれば，単に鱗必・わざ脳るといつてすま

エ954．，。L　LII．IN。．・3・2，）に1・．ラヅ・ルの［燃とali　されな・・もの砧るのではあるまし・か・例燃・獄人

懸」（Kn。w1，dge　a。d　Wi・d・m）と謝る短い撒が　の翻と・・2・・azている原子力と［齋蘭ll吻問題にして

鱒されているが，このmbコCcFlaで・，セルが蝋してい　も・その聯を源子髄の醐と嚇鱗q的燗題か

る。とは調代人の不韓翻曝も績励姻ヵ・，　ら醗し燭椰・備しか全人類蹴の齢をか「rk
獄人の臆の倣鮮あるという・とである．科学欝　恐るべき戦鱒段の発明という轍こ督蝦ヒてしま

を標榜し趨騰騨禰鹸謎灘浩廼い傭がりを　つたのであつた・このよう醐代轍の問題囎くこオし

手わ御・覗代人の不靴臨の原因として「鱒」の　…除夕けるとしても・蝋融透鋤畝くがために現

倣如を強調していることが，如何ICも印象的であり，我　代A・2・・“pt．悩せしめていると思2・れ綱題は・これ以外に

kの胸に深く迫るものを感ずるのである。　　　　　　　　も爾無数にあるであろう。例えば，医学の発逮による死

彼がこの融の中で，騰瀦劇一磁も簸な繊　弊の低下が・傾で脚つてむつかしい入醐題や食
Xとして取り上げているものは「比電の感覚」（・・e・・e　糊慰・どをひき起し，全く研賭の予期せざ礁果を

。f　p，。P。rti。。）ということである。つま燗題の何惣・　社会t／・鮒力・ているが如き事例がそれで踊・一研賭

重点を置くべきかを途体と部分との適疎評価から正　にとつて・齢の醐醐嫌浦る知識の贋参得のみで

しく判断する能力のことである。換言すれば，問題に含ま　　　自己のエネルギーの殆んどすべてを傾倒しなければなら

れている重鍛勲すべて考慮に入オ・た上で，その搬　ないのが，科学研購の実状だとすれば・我効ミいきお

螺の各々に証な輝を置く制コのことである．この　い一局部のみにとらわれて・蝸樋禦しえず収糠

ような能力を別の麟で，彼は又勤を「包括的に透察　末節に拘泥して1贈醐る暇がないのも亦当然としな

するカ」（comprehensive　vision）とも呼んでいる。　　　　ければならないであろう。謂わぱ覗代の科学丈明という

　実際このような能力が，現代人に必嬰なことは，ラッ　　　ものが，我々をして＆＄ft「山に入つて山を見ず」態の近

セルの指摘をまつ迄もなく鵬なことである。しかし実　視眼的境位に追い込みつつあるのである・

際問題として，ギリシャの昔ならいざ知らず，知識や按　　　　従つて知識の発達のみに儒頼をおき，人類の現在と米

術が益々専門分化する趨勢にある現在，自分の専門領域　　来を楽観視することは，この上もない過誤と罪科を入類

に関する知識や抜術の修得のみで精一杯であり，他の領　　　の現在と未来に残すものといわざるをを得ないであろ

域のことまでも広く透察し，そこ｝L－一定の知見を立てる　　　5。これがラッセルをして，知慧としての包括的な透察

余裕など我々には殆んど絶無に迅・といわなければなら　九すなわち事物を適正な止働こおいて撒る力の修得

ないであろう。しかし現代人の悲劇が事実このような包　　　を，現代人に要請せしめる所以なのではなかろうか。

括的察透力の歓如に，すなわち事物を客観的に把え，こ　　　　しかしこの事物を包晴的に透察するヵといラものは2
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上述の如く繍籔に亘る問瞳全体・部分・の関聯に　ラ・セ・噸1慧・績を「雌（he，e）、今（。。。）

おいて考糺その轍聯の各姻薗正砒勲おい　曝輪ら牒5る限り，撫鰯放する。とである．」
て」11しくこれを塑はうとする働の・・である・従　・いつてい・のも，町我姻蛾・嚇繭のエ・イ

つて勤をた蝋砲鱒こ広く理解する鮒でV・…＊　ズ・をな漁かヨ胤うるものではない。鵬沢，概

醐1線しての機能が櫨醗1研τされている・はいいが　欄，朧の如きは何れ俄姻離と緊榔結幽て

たいであろう・何靴らば澗題を金体と部分との閨聯　い一C，　impers…1で踊・とは1脳至黄臨で踊．我。の

において考察しその轍螺のes　2tにそれぞ樋疎　心慨七・胴じ・とである、とい5のは，そオ、らも餓

比勲おくとい5ことには・賑一定の価値関係におい　媚身の1，1．tから始つてu・・，、からである．」嘱・。謎ぺて

て事物観尉るということが含まれ℃｝・り・従つて予　いるのも，我・・の1繭や騨が剃をi・di・idu，1・・！もの

め磯の価働識が瀧されてい鮒ればならないから　で，その，輪脚よものであること轍が非剛1糺たものと

である・この価値灘がラッセ・・の獅1する・第二の要　解する・とがでぎる．しかし撫の撚覚昭…継情が元

素たる「燗蜥の究局齢1的への一箆の知見」（・　来i・di・id・・1なもので，その点ll、、1猫もので泌として

ce「tain　awareness。f　the　e・d・。f　hum・・lif・）とU・う　も，この鍛融して我姻感・1｝撚i卿ers。。、1に励

ことなのである・　　　　　　　　　燃いということ掘づ一るもので臆いであろうc，
　つまり勤を包抑勺に瀦曾るということe・＃・，た蝋　　生珊勺肉体‘儲条件のみによつて，行動槻制されて

に藥物を純客観的に縦及び横のつながりにおいて把える　　　いる赤子の時代から，漸次年齢のすすむにつれて，この

ということだけではなく・同時に1噌刈｛1生活の究ll贈目　よう姓理的肉体i！触i・・di・idu・1瀦条件によつては左

的への一訓睨」からす翻i値づけが・職嫡縣　tsさ2vl：r．くなり，次鋤こ彼1鞍の襯を拡めて徹のが

として加嚇れなければならないとし・うことになるであ　燗の鹸とし・うものである．我々雌1分の思想や悪傭

ろう。しかも蘂物を広く包括的に透禦するということが　　　が完全にimpersonalになることな昭むべきではないし

前述の如く知的な幅の広さを要求している如も刈牲　Xさようなこと悶険祠能であるとしても1腺偏

活の究極鞘的が何であるかへの一働知見は・感1舳　限り’聴的に憾・1働にもi・・pers。・・1で踊べく鋤

な幅の広さを要求しているということが，ラッセルの場　　　することが，近視眼的な物の考え方や感じ方から解放さ

Bvこはいいうるのである・識・1濱彼のいう知慧とは，知　れ・4囎慮な自酬心的な，エ・燃離眠・自鰯獅，b的な

的にのみならず感情的にも，幅の広いことが要求されて　　　物の考え方や感じ方から救われる道ではあるまいか。彼

いると見ることが出来るのである・　　　　　　　　　　　が所謂御慧としての幅の広い透漿力の中に．，impersonal

彼はいう「我々がしばし職1識の点では広いが・㈱　嫡1白智な螺と同liittl・　impers・nalな1醐的纈勲

の点では狭いというような人を見幽すことは，決して珍　　あわせ求めているのも所詮，自己中心的な域は自國罠・

しいことではない。このような入こそ，私のいうところ　　自民族中心的な物の考え方や感じ力から，つまりそれら

の知慧嫁けたる入物なのである・」と・そして彼はこ　のもつ近襯的にしてタ1隠慮なエゴイズムから，我嫁

のような知識の点では幅が広いカミ憾憐の点では幅の狭　解放せんカミためではなかろうか。

い人物の一例として・へ’nゲルを挙げているのである。　　　現代が知識の点では，前代にその比を見ない程のすぱ

へ〔ゲルの哲学史は・まことにその規模と構想の雄大さ　　　らしい発逮を見せながらも，：智懸の点では，その成長進

からいえぱ，彼のい蜘く幅の広い織の典型融もの　歩が殆んど見られなかつたところV，　YN代人の不討桑と

といえよう。しかしへ一ゲルが彼の醤学史において述べ　　　混乱を救いがたいものにしているとすれば，知的に広

んとしていることは・彼が属していたドイツ圏民が世界　　　い視野をもつと同時に感情的にも幅の広さ，換言すれば

で最上の圏民であり，彼の属していたドイツ民族こそ，　　impartia玉ityをもつということが，一個人として，一国

最も選ばれた世界獅担い手であること擁せんがため　民として，一職として現代に処する最良の道であろう

のものであつた。このような感情的な偏狭さというもの　　ことは，彼の言をまつ迄もなく疑いえないところであろ

が，おそろしく慕物のあるべき姿を歪め，適聡な比重に　　　う。而して，ここで彼のいう知的な幅の広さというもの

おいて事物を考察する場合に，いたく慕物の公正妥当な　　　が，前述の如く単に自己の専門的領域のみならず，広く

取扱いをゆがめるものであることは，今更いうまでもな　他の領域にまでわブ・つて，複雑藤象を適舩正に謂

いことであろう。　　　　　　　　　わ噸実にもとづv・てpaiv的にこれを把えることであつ
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たとすれば，感情的な幅の広いというものも，これらの　　　て，網互の憎しみの県てに1お：蕉に相手の死滅な願つてい

纂象を個人的な狭い視野からでなく，国境と民族を超え　　　るとしよう。A氏に「何故貴方ぼB氏な憎むのか」と問

たft人類的な全世界的な立場におし・て，これを把え浄陥　丸ば，　A氏は舐の悪徳の撫舳げて・即ゴセこ訴える

することを意昧しているものと見るべきであろう。　　　　であろう。又B氏tc．「何故貴方に八氏をli重‘1むのか1と間

　　　　　　　　　　　（・）　　　　　　瓢1鷺婁雛鶴警款欝西民糖謙藩

しからばこのような智慧を・我々は如何にして修得す　えあつてい訓暢臆軸1撚全くどちらも圃・一・の測丙

べきなのであろうか。該論丈の末尾においてラッセルは　　　であることを示したとしたらどうで；しゐう。刎耐自分郷

このよう醐慧が獄人にとケC腰欠くべからざるこ　の1　ll凡にょつて撫齢れてし・緬願蹴…とう腕，こと

とを述べると共に・このよう螺1灘教えることが・木　力蜘、1：・・網相乎に対する・1曽しみなかき：r“t：てるに孫鋤：・r…q）

来学校教育そのものの重要劇舶勺であることをもあわせ　　　みであるかも知れ歳いt、しかし，驚し貴方が忍耐とたゆ

力説しているのである・そのi－llで彼elL・徽黙激え㍑　　まざる霊1酬厩続けるな暁翼，イ嚇力献A↓軸m襲も1三1

とが可能であるといつても・従鞭の道徳教育（mo「al　　分燃がかくも憎しみ合うのは，1｝3蹴の人閲的珍1点（hu輔

instructi・n）の如きものより1瀟かに矧1懐素をも“：も　ln・1・wlckeduess）のしからしめることであり，この，1：

のであること，及びそれが矯哉を授ける過乖ll｝において副　　　うな憎し，み脅いが続く隈り，決してi桑1分漁にとつての畿

次的に修得されるものであることな説いているのであ　　　福と平和llk訪れえゾ［いものであることを儒ずゐように徽

る。「憎悪や偏狭さがどんなに惨櫓たる結祭を招来する　　　るであろうnもしA氏と：1，”1｛1がこのような儒愈をこi鋼溝し

かは，知識を授ける過程において，これを副次的に捌ll；1　　たならば，費ブゴは細i懸な教丸ることに．誰ば成功したもの

することが出来るであろう。私は知識と道徳が余りに肉ll　　といってよいであろう。こうも亦ラヅセルはいつている

れ離れにあることには賛成すること力咄来ない・薦1・　のである．

専門化された知識というものを象御懇と殆んど何等の関係　　　　しかし如上の如く，彼が卿懇が敏えることが可能であ

も将つてはいないが・しかし学校教育におい硬により　り，叉雛騒轍捌齢ことが轍教育に細ナる細納な

広い視野からそれらの専門的知識が「人類の識鋤の総　湘的の一つであることを説いているにしても漁麸は決

計において」（ill　the　total　of　human　activities）占め　　　して現准の学校教育において，このような繍1慧の教授が

る適当な位趾を与えられるならば，立派セこ智慧としての　　　饗易に数されうると1よいつてはし・ないのである。否，む

修得に役立つであろう。よき技術家は叉・同時によき市　　　しろ彼の現代の学校教育に対する批判からすれば，戴は

民でなければならぬ。然り／良き市風一一党派・…国　　当然その逆のことがいえるのかも知れないのである。

家にとつてのよき市民ではなくして・全世界にとつての　　　何故ならば，嘗つてW・ジ轟一ムズが現代入の合理的

よぎ市民たらねぱならぬ。」一一こう彼は語つているの　　　知性にとつて，仮令不条理，不會理であつても，人生に

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とつて有用なものは敢えてこれを輿なるものとして，承

　つまり彼のいう智慧の敏授とは，何か固定したi莫践的　　罷しよとするWill　to　believe（儒ぜんとする意志）を主

総識乃至は人世智の如ぎものとして特別に与えられるの　　　張したのに対して，彼は逆に科学の領域を除いては，あ

ではなくして，知識を・授ける過程において閣から附随的　　　まりにも不合理，不確実の事柄のみが，あたかも合理的

に教えられ，修得されるものということになるであろ　　　にして確実な事柄の如く横行している現状に憤慨して，

う。過去において．多くの人々が「賢蕾の石」（the　Phi－　　Will　to　doubt（疑わんとする意志）を巌張し，このよ5

10sopher／s　Stone）や「不老長生の蘂」（the　Elixir　of　　な現状を招来せしめた原因の一つに，現代の学校教育を

Life）を求めて，空しくその多くの生命を犠牲にして来　　　かぞえ上げているからである。「科学1こおいてこそ，物

た如く，従来智慧を求めるということが，ややともする　　　は真正輿銘の知識に近づきつつあるということが繊来る

と何か秘教・秘儀的な，或は難業苦行的なわざを意昧する　　　のに，そこでは却つて人々の態度は試験的（tentative）

かの如く誤解されて来たのであるが，ラッセルにとつて　　　であり，疑惑にみちて（full　of　doubt）いる。…然るに

智慧とはこのようなheroic　mattersではなくして，極　　　政治や経済の領域では，今のところ科学の領域と反対に

く平俗な薯柄を意昧するものと受けとつてよい。例えぱ　　　科学的知識に近づきつつあるものなど何一つないにもか

ζ壇こ相互セこ激しく憎しみ合つているA氏とB乗とがい　　　かわらず・万人が万人平気で独断的見解をふりまわし，
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飢餓・囎熾争といつ爆力白勺手段に識る・とによ　・れがラ・セ・レのいうewi－1－．t－Kとしての・1帽砿い燃と，

つて繭舳と触する糊から，1…1艦の糊腔る　偏撚のない劉・・rとが淵識醗達すれ劇一碓益噸
ことを滴然のことだと考えているである・」と・そし　請されねばならぬとす噺励の輪る．しかも㈱の

て1鰍にこのように政治や経済碗冠域において・獄　難が轍よきにつけ，悪しきにつ職。の人AI，、EI曲勺の

の響ラともいうべき伽いわゆる「袷鮪鵬難」　突朧盆盆硲撚らしめうれば5る租・の憂請もその
（1「「ati°nal　ce「tai・ty）醐行し・灘にして科学1…・勺な　暇さの齢を・益7t倍加一9一るものと見る嬉であろう。

爽誼E白勺態度　（tentative　agnostic　frame　of　mind）カ～影を

ひそめてしまつたかに就いては，彼は鋳一には政治的な　　　　　　　　　　　　　（3）

「鋼工作t「c　，第二には経灘勺燃圧迫に謹し嚇　 淋鞘1歌防の顯の賜として，二つの国Ei勺をも
蕊に姻嫌加欄1た棚ず肋轍糖に汝の姻　っている鞭騒とカセルはいう．勧…つは醐民
鰍めているのである・　　　　　　　畷低必獅糠としてrl糊・階き」・「算術」等

　彼がこのように・現代人の知悔を麻痺せしめつつある　　　に関するいわゆるdefinite　knowledyeを与えることであ

有力な原因の一つに激治鵬1伝ll：作や経済的縦迫と　り，もう一つはこれらの披られた矧髭な、1二台として，

並んで現代「教側をあげていることは・この蘭無の　渤で健実な判馳下したり漸たに独創1駄見臓開

最も関心を窃せざるをえないところであろう。　　　　　　　陳したりする精紳的潤慣（mental　habit）を啓発すると

　現代教育が如何に歪められ，どれ程不当なものである　　　いうことである。

’かe＃・・彼の批判をまつ迄もLl［く，先づ第一一に現代初等教　　盛鋼的に索叡）あ礁1風なくして嫉存立しえなかつた

育が義務教育として，例外なくその圏々の礫隊的統制の　　　近イ七国家にとつて，理論的にも，爽践的にもその必要さ

もとにおかれているということ及び，そこで敏育されて　　　が認められたの1ま，如上の教肯目的のうちの前蕾，すな

いる主たる教育閨的がこれ叉例外なく，1圭i岡にとつて都　　わちi；涜み」。「；lll：き」。「算術」等に関するdefinite

合のよい「よきアメリカ人」の養成であり，「よき【ドイ　　　lmOwledgeの方であつた，、今このような明確な知識とし

ツ人」「よき日木人」等々の養成であるという点にある　　　て授けられるものをillformationと呼ぶならば，もう　一一

だろう・　　　　　　　　　　　　方の矯哉，すなわちこれ等の嫉られたる知識を土台と
　いわば現代学校教育というものは，総じて肉匡1に都合　　　して，箆に新しき独創的な見解や剛断を開陳する知能の

のよい国民の養成機関たることに，その主要目的を見1」：1　　啓発による知識の方は，これをintelligenceと呼ぶこと

しているとい5ことが，各国共通に見られる現象だとい　　　が出来るであろう。而してこのようなintelligenceの啓

つて決して過雷ではないのである。そこでは真実だけが　　　発は，理論的には璽に角，実践的には近・代国家によつて

語られ，輿理のみが教えられるのではなくして，自分趣　　　一応忌避されて来たと考えるのが，翼実に近い見方であ

に都合のよい，自国民・白昆族に都合のよいことが真実　　　るといつてよい。

らしく語られ，輿理らしく装われて教えられているとい　　　　いや，intel［igence啓発の無視は，プラトーの「理想国

つてよいのである。現代の素哨しい科学的知識の溌達に　　　象論」以來，綿々として世界の政治史を貫いて流れて来

も拘らず・他方においてはこのような国民的・民族的偏　　　た，あの「上に立つものだけが考えるべきであつて，残

狭さが，あたかも真実らしく，真理らしく偽装されて氾　　　余のものはただ従えばよいのだ。」とする政治的原理の

濫せしめられつっあるということ，この事実は一体ど　　　近代的・i長現でしかなかつたともいいうるであろう。

うしたことなのあでろ5か。「人は自己の自叙倭を綴る　　　所謂「秀才」とL　・2－）れ，断片的な卸識の童酌鰹寓さのみ

にあたつては，ある程度の謙虚さを示すものだが，国民が　　を従らに誇つた入聞だけが養成されて，自らの力で思考

自国の自叙伝を綴るにあたつては，白惚れと肉負に際限　　　し，職らの力で評価し，自らの力で独自な見解を開陳し

がない。」全く「よきアメリカ人」「よきドイツ人」「よ　　　うるような，独創的能力をもつた人材の養成が，いささ

き日本人」の養成とは，入類全体にとつては贋蔀合な入　　　かも顧みられなかつたのは，所詮当然の帰結であったと

間の養成というttとと耳卯かも異るところがないであろ　　いうべきではなかろうか。

う。そこには入類全体の幸福も平和も見出すことが出来　　　　別けても，かつての我が日本の如く愛国心の旺盛にし

ないばかりか，逆に入類全体にとつての不率と1幽滅があ　　　て，偏狭な民族的優越感の強烈であつたところでは豊こ

るのみであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のような偏向は特に顕i醤であつたといつてよい。、ラッ七
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ルが「日本における初等教育はinstructionという点では，　　始めて獲得されうるものとすれば，私漣は同じようにそ

．まことに素晴しいものだといわれいてる。しかし日本の　　　の世界観の科学的にして，入類的襖膨に立っことを誇る

初等教育にはこのinstructionに加えて，　A－一一つの目的が　　　マルキシズムの磁張を，箆めてここに顧みる必i要がある

あつた。それは天皇梁拝を教えこむことであつた。しか　　　のではなかろうか。何故ならば，嗣麟が個人や斑族の特

も近代化される以前の日本以上に強い信条として。かく　　　性をヲlk認しながらも，爾ほ出來うる限り超個人的・趨国

して日本の学校では，全国一斉に知識（infQrmation）が　　　塚的・超艮族的という意昧での枇界性・人類催1な誰張す

与えられる一方，迷信が助長されるのが従来からのなら　　　るのに対し，後蓄は却って歴史的必然性を荷なうが故に，

わしなのであった。」と批評しているのも，決して偽り　　　敢えて輩命的階級としてのプpaレタリアートの階級性

ではなく今爾我々の葡憶にあらたな所である。　　　　　　な，又輩命的政党としての共澱党の党派1性な強調するか

　このようなゆがめられた教育，informationのみの注　　　らである。一っが偏狭1生という意昧での醸梢ll勺partiality

入に終始して，いささかも自らの知能の活用を蹴んじな　　　をヨ非除して，公謄妥牽に馴勿を評｛lliiする111：界的人類的広

い教育しかも偏狭なll園中心・自艮方突中心に終始した敏　　　煽を設定し，そこに人類共通の社会闘｛llli値を見出そうと

育が，どんなに矢1的・㈹，的にいびっな人閲をうみ出し，　するのに対して，他劇1って人類史ゼ1堺史研Eしい歩

又こうして生み出された入闘が，政活的1酬瓦に作や経済　　　みを必然的に荷なつているが故に，プロレタリアートの

的圧迫などによる歪められたる・lill界の中で，どんなに｝」二1　　階級性とその革命政党としての共産覚の党派性よりする

欄な判断や・ボ，トの如き行：PJJに陥るかは，最早轍　 評liliにそ・鍛も公蔽獣社会ill勺1曜1矧脈銚のたる

像に難くtsいであろう。与えられたるものだけを鵜のみ　こと舷張しようとするからである・・つ胸湖爵が科

にし，授けられたるものだけを庸儒するだけであって，　　　学と価櫨の結びっきを，現代人の轟爽尊強の爽証的。科

自らの能力で思考し，肉らのカで判断する精神的習慣を　　　学的癖埼神と，金枇界的・全人i巌｛的なimpartialな感‘胸と

全然訓練されなかった入間に，どうして現代の混乱と不　　　に求めようとするのに対し，後樹のマルキシズムは科学

安を正しく分析し，正しく把掻することが出来るであろ　　　と価値の縮び・っきを，かえってll鋼勿史観にもとつく現代

うか。又偏狭な国家主義的・民族主義的優越感に憲せら　　　社会の科学的認識と，この科学的認識の実践を謄豪4的・

れた入間に，どうして国境を越えた人類的な広場におい　　　必然的に荷なわざるをえないプロレタリアe－一トの階級

て，公正に物を考え，感ずることが出来るであろうか。　　　性，その前衛たる共藤覚の党派性とに求めようとするか

　ラヅセルがさきに現代人にとって，知識の修得と同時　　　らである、，

に智慧を身につけることが必要であること及び，このよ　　　今，ラッセルのいうところの潔唱II隷の具体的な姿を・」｝1

うな智慧を身にっけることが学校教育に課せられた一つ　　　上の如き科学と価億の結びっきに，すなわち我々現代人

の教育目的であることを説きながらも，現代の学校教育　　　の共通の理想とか，共適の一一般的な目的とかいう意昧で

の現状に批判的であった所以も，おそらく以上の如き学　　　の価億と，現代諸科学の諸成果とを維舎し，そこに繊来

校教育の欠陥にその理由を昆出すことが出来るのではな　　　うる限り全人類的・全罵：界的視野に立っ社会的価値の実

かろうか。叉従来より彼が終始一貫して・嘉実を尊電す　　　現を計ろうとする点にありとすれば，この彼の主張には

る「科学的精神」を説ぎ，自らの力で考え，目らの力で　　　マルキシズムの党派1生や階級性尊重の童張と，相容れざ

独創する知性を衷失した現代入に，「叡智の増進」の必　　　る理論的ギャップのあることを，我々はあらためて認識

要を慕あるごとに呼びかけて来た所以も亦，このあたり　　　しなければならないであろう。何故ならば彼の全世界

にそρ理由が存するのではなかろうか。　　　　　　　　　的・全人類的なimpartialな感筒の主張が・・7ルキシズ

　事実にもとついてのみ思考レ專勢こもとつかざる如　ムの党派性やll｛轍鰭重の思想と相容れないことを物論

何なる知識もこれを信じまいとする逞しい実証的精神，　　であるが，彼のかかる主張はあたかもVルキシズムの理

自己中心的・自国民中心的な偏狭な感情を排して，禺来　　　論体係が，党派性・階級性にあまねく滲透されている如

　うる限り全入類的・全世界的視野において物慕を評価し　　　く，彼の社会思想の全般にあまねく滲透しているからで

　ようとする感情的impartiality，所金この二つが，彼の　　　ある。

現代教育に期待する大きな目標なのであろう。しかし彼　　　　例えばラジセルは現代の不安と混乱ttk，決してマルキ

　の智慧が，このような科学的な実証的精神と，幅の広い　　　シズムが主張するが如く，政治的な輩命方式のみによっ

　感情的な寛容性に裏付げられた新しい叡智の誕生の上に　　　て解決されうるものとは考えてはいないようである。
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彼は経済的デモクラシーという意味での祉会主義の実現　　　キシズムの主張が「現代超克」の一方式として最も有力

な埋惣としてもつてはいるが，このような理想の実現は　　なものであることを如実に示しているともいいうるで

現准の如き自己中心［！i勺・1…1鷹属中心的・跨1民族中心的な　　　あろう。　しかし，それにも拘らず，ラッセルの説張が

【難際麿勢のもとでほ，到底その笑現を期待しえざる儂な　　　冷戦の現実に，何か強く我々に訴えるものをもっている

い希戴にすぎないことを彼は儒じているのである。彼は　　　のも，それ陶身が叉「現代の超克」の有力’1：　M’方式とし

経済的デモクラシ…一としての祉会ま義への道程として，　　　ての資格をもつていることを物藷るものではなかろう

先づ第一に現在の諮團斑や諸風族が自国の主権を趨越し　　　か。猜疑心と恐怖，偽楠と謀摺，麗偽と中傷，独蒜と偏

て，肉国のみへの偏狭癒忠誠心，すなわち国家主義的。　　狭一これらの冷い心理的葡峰の渦巻く現劉鼠，たしか

風族虫義的愛園心に代る，「新しい忠誠心」謂わぱ全¶U：　　存こラッセルの粥摘する全111：界的・金人類的なimpartlaI

界への全入類への幅の広い忠誠心を獲得しなければなら　　　な感摘の生誕を，又そういう意昧での彼の所謂「Ptlixu」

ないとしているのである．このような精神革命，このよ　　　の生誕な，我々現代人に強く要求しているといいうるの

うな人聞革命が行オ・）れて後に始めて，仙界圓家のi邸想が，　　　ではなかろうか。

資源の平等な圏際聞の分配が，叉国際闘の紛争の平和1約　　　従って，そういう意昧で嫉，箆に梢巻あらためて，こ

解決が可能になるとしているのである。　　　　　　　　　　の間題を註三題として論ずることの，喫緊辮たることを深

　従つて，彼の主張するこのような社会主磯への到催の　　　く感ずるものである。

難潜擁灘雛㌶森譜獅　　　鋼蝋
忠誠心」（new　loyality）すなわち枇界国象への忠誠心　　B・1〈ussiut，r，；The　l　’tistener，　No，　133L）　，　P．　390（1954）

の誕生のみによって，現代の混乱と不安が叉現代資本説　　　　　一一　　　Sceptical　Essays，　Loadon，（1929）

義国家の悩む譜矛盾がスムー一一スに解決されt「）るものとは　　　　　一一一一　　　脹lhe　Impact　of　Science　on　Society，

とうてい考えられないであろう。蜘ろいろいろの批1晒よ　　　　　　　　　　London，（1952）

あっても，現実のソびエー下聯邦や中共の実1伏は，マル　　　　　　　　　共他ラッセルの賭著作。


